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製品化実績等製品化実績等製品化実績等

・マラリアワクチンが臨床試験中
・HVJ-Eがメラノーマを対象に臨床研究中
・がん幹細胞関連技術でジーンステム（株）を設立

今後の市場規模今後の市場規模（見込み見込み）等今後の市場規模（見込み）等

・マラリア患者：2億4700万人／2008年
・メラノーマ治療薬の世界市場：6億7500万ドル(2019年予測)
・培養ヒト角膜内皮細胞シートの国内市場：50億円（2017年予測）

11.2211.17

成果成果（技術技術）の概要の概要成果（技術）の概要

地域地域（エリアエリア）概要概要地域（エリア）概要

関西広域地域

地域イノベーション戦略支援プログラム（グローバル型（第Ⅱ期））

創薬分野・再生医療分野の研究開発成果が
実用化に向けて加速中

（株）MBR、（株）カン研究所、ジーン・ステム（株）、（株）ジーンデザイン、（株）ジェノミックス、ジェノミディア（株）、
シスメックス（株）、（株）千寿製薬、日本ベクトン・ディッキンソン（株）、バイオコモ（株）、（財）阪大微生物病研究会、
（株）Medical Patent Research　他
大阪大学、京都大学、神戸大学、琉球大学、大阪府立大学、大阪市立大学、立命館大学、（財）先端医療振興財団　他
医薬基盤研究所、理化学研究所　他　

財団法人　先端医療振興財団
〒650-0047　兵庫県神戸市中央区港島南町2－2
TEL：078－306－0710　FAX：078－306－0752　e-mail：qanda@fbri.org 
公益財団法人　千里ライフサイエンス振興財団
〒560-0082　大阪府豊中市新千里東町1－4－2
TEL：06－6873－2006　FAX：06－6873－2306　e-mail：cluster-11@senri-life.or.jp　　

地域（エリア）名

実 施 事 業 名

実　施　期　間

実　施　機　関

中核機関（連絡先）

産…

学…
官…

ライフサイエンス
平成19年6月～平成24年3月（予定）

■マラリアワクチンの臨床試験が進行中

　（財）阪大微生物病研究会で実用化が進められている

マラリアワクチン（BK-SE36)のフェーズⅠb試験がウ

ガンダで進行中。　　　　　

■がん幹細胞の可視化に成功

　がん治療のターゲットとなるがん幹細胞の所在を特

定するため、血管(赤く染色)の周りに局在しているが

ん幹細胞を緑色に発色させる技術を開発(青は全ての

がん細胞の核）。　　 　　　　

■国内初の都市コホート研究を推進

　健常者を対象に、生活習慣病に関する長期間の追跡

調査を実施する国内初の都市コホート研究「神戸トラ

イアル」が、参加者2000名を目指し進行中。 

■培養ヒト角膜内皮細胞シートの製法・移植法を確立

　角膜内皮障害の治療のため、安全な材料を使用した

ヒト角膜内皮細胞培養法と極薄細胞シート作製法を

開発し、また極めて低侵襲な移植法を確立。

マラリアワクチン製剤と臨床試験風景

可視化された
がん幹細胞

培養ヒト角膜内皮
細胞シート

製品化実績等製品化実績等製品化実績等

・SiCパワーダイオード（SBD）　・SiCパワートランジスタ（DMOSFET）

・リン・フッ素資源回収装置（吸着プラント・ボンベ）　・ミストCVD装置 

・全天候型紫外線センサ　・有機/無機ハイブリッドハードコート剤 Acier  

・小型サイズ反射防止ナノフォトニクスシート

今後の市場規模今後の市場規模（見込み見込み）等今後の市場規模（見込み）等

＜2015年世界市場予測＞ 

　・パワー半導体デバイス

　　1兆3,964億円

成果成果（技術技術）の概要の概要成果（技術）の概要

地域地域（エリアエリア）概要概要地域（エリア）概要

京都およびけいはんな学研地域

地域イノベーション戦略支援プログラム（グローバル型（第Ⅱ期））　

圧倒的な省エネルギーを実現する
超低損失・超小型・高耐熱SiCパワーモジュールの開発

共同研究企業：52社、協力企業：7社
京都大学、京都工芸繊維大学、大阪大学、神戸大学、同志社大学、立命館大学、京都女子大学、高知工科大学、
甲南大学、滋賀県立大学、千葉工業大学、関西大学
京都商工会議所、京都市産業技術研究所、大阪市立工業研究所

財団法人　京都高度技術研究所
〒600-8813  京都府京都市下京区中堂寺南町134番地
TEL：075－315－6603　FAX：075－315－3695　e-mail：kyo-nano@astem.or.jp　　

地域（エリア）名

実 施 事 業 名

実　施　期　間

実　施　機　関

（太字は核となる研究機関）

中核機関（連絡先）

産…
学…

官…

ナノテク・材料環　境
平成20年9月～平成25年3月（予定）

　京都大学（木本恒暢教授）とローム（株）の共同研

究で次世代半導体材料SiC（シリコンカーバイド）

の超低損失パワーデバイスの開発を推進している。

平成22年度成果として、我が国初のパワーダイ

オード（SBD）量産化、世界初のパワートランジス

タ（DMOSFET）量産化を実現した。エネルギー損

失を更に低減したトレンチMOSFET開発にも成功

し、平成23年度中の量産開始を目指す。従来のSi

パワーデバイスでは困難な低損失、高速スイッチング、

高温動作、小型化が可能で、ロームでは既に超小型・

高耐熱の大電力パワーモジュール（耐圧600V、電

流1kA以上、動作可能温度200℃以上、同型Siモ

ジュールの1/3以下の容積）を開発した。電化製品、

情報機器、産業機器等の電力変換モジュール（イン

バータ、コンバータ）は、全消費電力の10～20%が

熱として損失している。SiCパワーモジュールの採

用で、エネルギー損失の70%以上削減可能で、国

内だけでも原発数基分に相当する。冷却系軽減、

周辺部品小型化によるシステム全体縮小、コストダ

ウンも期待できる。電気自動車のモータ制御、太

陽光発電のエネルギー制御等への応用展開が特に

注目され低炭素社会実現に貢献する。

SiCパワートランジスタ（トレンチMOSFET）
チップと配線外観

大電力SiCパワーモジュール 大電力SiCパワーモジュール内部構造

＜グローバル型（第Ⅱ期）＞ ＜グローバル型（第Ⅱ期）＞

電化製品・情報機器・産業機器等での
消費電力の10％～20％が電力変換モジュールで損失

我が国で年間400億kWhの電力を捨てている
＝二酸化炭素2000万トン！

エレクトロニクス分野での省エネルギー実現

次世代半導体材料シリコンカーバイト
SiCによるイノベーションで解決する！


